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例会報告 Ｖｏｌ 43 Ｎｏ.３４（No.2074）４月５日（水）雨（司会 武藤康之委員長） 

本例会でのおもな事項        

   ＊会長挨拶              ＊外部卓話 

                              水海道第一高等学校校長  市川陽一郎様 

              

ビ ジ タ ー 

卓話者 茨城県立水海道第一高等学校校長  市川陽一郎様 

 

誕 生 祝 

会員   鈴木 豊会員 

染谷正昭会員（３月） 

配偶者  染谷（正）会員 秋田会員 熊谷会員 

 

 

 

 

 

 

 

諸 報 告 

次年度より（松村仁寿２００６－２００７年度会長） 

ＰＥＴＳの報告  

２００６－２００７年度強調事項・・・「識字率向上」「水保全」「保健および飢餓」

「ロータリー家族」 

地区目標・・・・①１クラブ１名の純増  ②強調事項に関連する事項での、１クラ

ブ１プロジェクトの実施 ③２８２０地区、全クラブがＲＩ会長賞申請の権利を取得  

④財団寄付一人当たり１３０ドル以上⑤１クラブ１人のベネファクター   ⑥米

山奨学会寄付一人当たり２万円以上 

 

青木正弘２００６－２００７年度幹事 

４月１６日（日）地区協議会が開催されます。バスは午前８時に水海道第一ホテルより出発となります。手

続要覧・定款・細則をご持参下さい。 

 

職業奉仕委員会 （山崎進朗委員長） 

地区へ「私の職業」の原稿提出致しました。ご協力有難うございました。 

 

親睦活動委員会 （北村英明副委員長） 

５月１１日の家族親睦ゴルフ大会、５月２７日の観劇会の出欠の確認を再度取らせていただきます。回覧

いたします。 

 

幹 事 報 告  （熊谷 昇幹事） 

週 報 受 理  龍ヶ崎中央ＲＣ     

例会変更通知受理   
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会 長 挨 拶 （青木清人会長） 
皆様、こんにちは。 
週末の地区大会の頃、茨城の桜も満開になるのかと思います。楽し

みにしております。 
本日のお客様として水海道一高の市川校長にお越し頂きました。会員一同ご歓

迎申し上げます。１月には、ツウンバのホームステイの学生に一日体験入学を許

可していただきました。感謝申し上げます。また、一高の学生さんで青少年交換

を希望される方がおられましたら、宜しくお願い致します。 
さて、軸足は徐々に次年度に移っているものの、本然度の事業もまだまだ沢山

残っております。特に４月は目白押しで、気を抜くヒマなど全くありません。８，９日が地区大会、水海道クラ

ブも国際奉仕部門で国際奉仕協力賞を受賞することになり、私も登壇する予定です。９日の夕方より、タイ３

３５０地区の皆様のレセプションを行います。１６日は地区協議会。そして２３日から２９日まで第８分区のＧＳ

Ｅの受入となります。 
ＧＳＥとは、Group Study Exchange 研究グループ交換で、ロータリー財団の教育的プログラムの中の一
つです。専門職務に携わる青年チームの各国への派遣と受入になります。今年はトルコより５名のチームの

受入です。（医師、コンサルタント、出荷政府機関の職員、電子技師、食品会社のオーナー）今回は偶数分

区が担当です。 
第８分区は、２３日より２９日までで、そのうち水海道には２３日から２６日まで、２名の女性がステイします。国

際奉仕委員会を中心に、ご協力のほど宜しくお願い致します。 
 
外 部 卓 話  

進学重視型単位制高校の取り組み・・・月間高校教育８月号掲載記事より 

 

平成１６年度に進学重視型の単位制高校としてスタートした。地域の進学校と

して、確固たる地位を築いてきた同校は、「立志の青年の育成、個に応じた教

育、骨太の進学校」の基本方針の基に、全校を挙げて取り組んでいる。 

進学重視型単位制高校への切り替えについて、平成１５年２月に県教委が

『前編整備の前期実施計画』を策定し、前任の佐々木校長を先頭に新しい学

校づくりに取り組んだ事が評価され、本校が平成１６年度入学生から、普通科

単位制高校に改編されることになった。さらにその背景には、①少子化による生徒減少と私立校との競合

②都市化する地域社会の変動③入学志願者の減少④つくばエクスプレス開通問題・・・などがあったとい

う。同校の伝統である「自ら学び、自ら考える教育」、つまり明治期創立からの自主・自律の気風を育むよ

き伝統を生かしながら単位制へ脱皮しようとしている。 

単位制では、①立志の精神②個に応じた教育の推進③骨太の進学校作りを基本方針としてあげている。 

①では、高い目標をもち、社会貢献の意欲と実力のある青年の育成。国際化、高度情報化、少子高齢化、

環境問題、経済の低迷・・・など課題の多い社会で自ら考え、行動し、たくましく生き、高い志（目標）をもっ

た青年の育成。 

②では、１人ひとりの能力を開発し、自己実現を目指す教育の展開。興味関心の異なる一人一人が自分

の適性、能力に応じて学習する。大学の専門分野とも接続する学習を通して、個性を磨き、人間として成

長する。 

③では、文武両道・難関大学に現役合格できる進学校を目指す。生徒の７割以上が国公立大進学を希

望している。５教科７科目を柱に据えた骨太の進学体制の教育課程で、難関大学現役合格のために、英

語、数学、国語、理科、地歴・公民をしっかり学ぶ。 

さらにこれを実現するための具体的取組は、①２人担任制・・・・１クラスに２人の担任を配し、きめ細やか
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な指導を行う。特に単位制では、「何を選択するのか」が大きな課題になってくる。２人担任制は、科目選

択制への対応でもある。 

②少人数学習・・・・基礎学力定着を図るために、１年次の英語、数学の授業は、２分割し、２０人で学習す

る。また、３年次に発展的な科目（学校設定科目）を開講するが、これは大学の授業内容と結びつく高度

な内容になる予定で準備中。これも１０人以上で開講する。 

卒業までに１１１単位を修得・・・１学年３７単位を履修するから、３年間には１１１単位を履修する事にな

る。 

単位制を実施して１年がたった。顕著に表れたのは、入学応募者の増加だ。定員２８０人に対して、平成

１３年度は２７７人、１４年度は２８４人、１５年度は３５９人、１６年度は３３０人、１７年度は３３０人。 

最後に、同校の卒業生は各界で活躍しているが、近衛内閣書記官長・司法大臣兼務の風見章氏、東大

医学部教授を務めた免疫学の権威多田富雄氏、洋画家の安藤信哉氏など多彩な人材を輩出している。 

 

出 席 報 告 （染谷正美副委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜 暇 メーク 

４９名 ３６名 １３名 ０名 ０名 

出席率 ７３．４７％ 

 

ニコニコボックス （石塚克己ＳＡＡ） 

 誕生祝御礼≪会員≫鈴木（豊）・染谷（昭） 各会員 ≪配偶者≫染谷（正）・秋田・熊谷 各会員 
 軸足が次年度に移ると共に、私の５０肩も回復してまいりました。  青木（清）会員 
 今週は地区大会です。ご参加改めて宜しくお願いします。   熊谷会員 
 １６日は地区協議会です。宜しくお願いします。  青木（正）会員 
 職業奉仕委員会「私の仕事」地区へ送りました。有難うございました。  山崎（進）会員 
 市川陽一郎君、ようこそ。一高創立百周年一緒に出来て良い思い出となりました。  海老原会員 
 市川先生、本日は宜しくお願い致します。   武藤会員 
 メジャーリーグ、日本選手頑張れ！！  角田会員 
 子供２人が一緒に社会人のスタートを切ることが出来ました。   関根会員 
 その他  横山会員 
 例会欠席しました。  染谷（昭）・皆葉・松崎・染谷（秀）・古谷  各会員 
 今年の原ジャイアンツは一味しぶとい！がんばれ！！  石塚（克）会員 

入金計 ￥５２,０００ 累 計 ￥１，６８２,０００ 

 

ロータリー情報委員会より 一口メモ 

雑誌月間（Rotary’s Magazine Month）：４月は「ロータリー雑誌月間」に指定され、クラブはその月間中に雑

誌に関するプログラムを実施しなければならない。そのため、ザ・ロータリアン誌やロータリーの公式な地域

雑誌の講読や使用を助長する活動を計画、準備する。 

ロータリーの友：１９５２年７月に、地区が１地区から２地区に分割されるのを機として、両地区で情報を共有

できるような雑誌を作ろう、という提案があり、１９５３年１月、「ロータリーの友」が創刊された。創刊号の部数

は３,３００部であった。「ロータリーの友」が公式地域雑誌としてＲＩから承認されたのは、１９８０年７月号から

である。 

 

会報委員会   委員長 横山 修   副委員長 山野井周一    委員 根本恒夫 
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平成１８年４月８日（土）・９日（日） 
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